
市
長　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

今
回
の
市
長
ふ
れ
あ
い
訪
問
は
、

「
八
潮
市
く
ら
し
の
会
」
の
皆
さ

ん
が
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

始
め
に
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
ど
の

よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か

聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

会
長　
昭
和
42
年
、
国
か
ら
「
消

費
生
活
の
向
上
・
改
善
指
導
」
が

あ
り
、
八
潮
市
で
は
「
八
潮
市
連

合
婦
人
会
」
が
こ
の
要
請
を
受
け

て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
５
年
７
月
１
日

「
八
潮
市
く
ら
し
の
会
」
と
し
て

新
た
に
発
足
し
、
消
費
生
活
や
日

　

消
費
生
活
の
改
善
・
向
上
を
目

指
し
、
生
産
者
、
販
売
者
、
消
費

者
相
互
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
安

心
し
て
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
市
政
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
「
八
潮
市
く
ら
し
の
会
」

が
多
田
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

この広報紙は、再生紙と大
豆油インクを使用しています。

　広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いてない世帯の方
は、最寄りの公共施設、金融機関、市内10カ所のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。
なお、次回の新聞折り込みは、9月10日（土）です。

い
き
い
き
や
し
お

　

写　

真　

館

い
き
い
き
や
し
お

　

写　

真　

館
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常
生
活
に
係
る
研
修
、
視
察
、
実

習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
し
て
、
積
極
的
に
地
場
産
野

菜
の
消
費
拡
大
に
協
力
す
る
な
ど
、

会
員
同
士
日
ご
ろ
の
生
活
が
心
豊

か
に
送
れ
る
よ
う
、
和
気
あ
い
あ

い
の
中
で
協
力
、
工
夫
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

市
長　

日
ご
ろ
の
活
動
で
、
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

会
長　

毎
年
数
カ
所
、
そ
の
時

の
消
費
生
活
環
境
に
あ
っ
た
内

容
・
場
所
を
探
し
て
視
察
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
視
察
地
の
選

定
に
毎
回
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
衣
類
・
雑
貨
な
ど
の
再

利
用
方
法
と
し
て
、
長
所
を
生
か

し
た
も
の
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

市
長　

最
後
に
、
今
後
の
抱
負

な
ど
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

会
長　

現
在
会
員
数
は
27
人
で

す
が
、
今
後
、
こ
の
会
が
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
会
員
数
を
増

や
す
と
と
も
に
、
設
立
20
周
年

に
向
け
て
、
今
ま
で
出
し
合
っ
た

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
冊
子
に
ま
と
め

て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

皆
さ
ん
の
活
動
が
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
ま
た
、

消
費
生
活
の
改
善
・
向
上
に
貢
献

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

健
康
に
留
意
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
多
方
面
に
わ
た
る
活
躍
に
期
待

を
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八潮市から日本を元気に！夜市だ！2011

　７月30日、八潮駅構内や南口駅前公園予定地などで、
八潮市制施行40周年記念事業「八潮の夏だ！夜市だ！２
０１１」が開催されました。
　会場では、八潮市から日本に元気を届けようとステー
ジライブや盆踊り、八潮市特産品・推奨品、地元新鮮野
菜の販売などが行われたほか、東日本大震災復興支援イ
ベント特別企画として茨城県守谷市・つくばみらい市・
つくば市や福島県人会などの出店もあり、来場した皆さ
んは、八潮の夏の夜を満喫していました。

　７月29日、わんぱる（だいばら児童館）で小学生を対
象に「夏休みイベント プラパン作り」が行われ、16人が
参加しました。
　参加者は、好きなアニメのキャラクターなどをマジッ
クでプラスチックの板に書き写し、オーブントースター
で熱を加えたのち、形を整えプラパンを作成しました。
　物作りの楽しさを体験し、友だちの作品と見比べたり
しながら作品の出来上がりに満足した表情を浮かべてい
ました。

八
潮
市
く
ら
し
の
会

④

市
長
ふ
れ
あ
い
訪
問

市
長
ふ
れ
あ
い
訪
問

市
内
で
活
躍
し
て
い
る
団
体
や
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
団
体
な
ど
を
市
長
が
訪
問
し
ま
す

よ　いち

④文化スポーツセンター
⑤ゆまにて
　 東北地方太平洋沖地震緊急対策担当☎○内３５１

　埼玉県では、東日本大震災に係る避難者に対して、
災害救助法の適用による応急仮設住宅としての民間
賃貸住宅を借り上げ、住宅の提供を行っています。
　このたびの住宅の借り上げは、岩手県、宮城県お
よび福島県からの支援要請に基づいて行われている
もので、震災以降に避難者名義で契約したものであ
っても、借り上げ条件に合致すれば契約の置き換え
を行うことで入居が可能となる場合があります。
　なお、条件によっては入居のご希望に添えない場
合がありますので、県都市整備部住宅課（☎０４８
－８３０－５５７３）または市東北地方太平洋沖地
震緊急対策担当（☎○内３５１）へお問い合わせくだ
さい。募集期間は、８月31日までです。

　８月１日から２月29日までの７カ月間、東日本大
震災で被災した福島県西白河郡矢吹町に職員延べ４
人を派遣します。
　派遣先では、被災した家屋を対象とした固定資産
税の減免に関する事務を行う予定です。
　 総務人事課☎○内２５３

　市では、福島県災害対策本部の依頼を受け、福島
県からの避難者への情報提供として、福島県の地元
紙２紙「福島民報」「福島民友」を次の公共施設に
設置しています。どうぞご利用ください。
①市役所１階ロビー
②八幡図書館
③八條図書館

埼玉県避難者向け借り上げ住宅
入居申し込みのお知らせ

□問

□問 東
日
本
大
震
災
の

　
被
災
者
を
応
援
し
ま
す

東
日
本
大
震
災
の

　
被
災
者
を
応
援
し
ま
す

好きな絵がアクセサリーに変身

市職員を福島県へ派遣

福島県からの避難者への情報提供


